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７ 幡多地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高知県の西南部に位置する当地域では、温暖な気候や黒潮の恵などの自然環境を活か

しながら、第一次産業を中心とした産業づくりが展開されています。また、近年では、

地元の農林水産物や自然素材を活用した加工品づくりのほか、四万十川・足摺岬など全

国に誇れる観光資源を活かした自然体験型観光などにも取り組んでいます。

平成 27 年の国勢調査では、幡多地域全体の人口は、86,884 人。この５年間で 7,518

人減少（△8.0％）しております。

このような人口減少は、労働力の減少や地域経済の縮小を引き起こし、社会サービス

の低下などの様々な社会基盤の弱体化を招き、若者の流出など更なる人口減少を引き起

こすといった悪循環を生じさせており、地域の衰退に拍車をかけています。

こうした負の連鎖（スパイラル）を断ち切り、人口減少に歯止めをかけるためには、

若者が安心して生活していくための雇用の場づくりや、安定的な所得の確保が不可欠に

なっています。

このため、地域の基幹産業である第一次産業の生産基盤づくりをはじめ、地域資源を

活かした特産品の開発や磨き上げ、自然環境を活かした着地型観光の商品造成など、地

域経済の活性化に向けた取組を進めています。

産業分野別にみますと、まず、農業分野では、野菜、花き、果樹、水稲などが栽培さ

れていますが、国内外の産地間競争の激化や価格の低迷、生産コストの上昇などにより、

産地の維持が課題となっています。

林業分野では、森林の小規模所有者の集約化に時間等を要することや、林道・作業道

の開設の遅れ、長引く木材価格の低迷などにより、依然として厳しい状況が続いていま

す。

水産業分野では、これまで豊かな漁場に恵まれ、多種多様な漁船漁業や魚類養殖業が

営まれてきましたが、魚価の低迷や資材費の高騰などが漁業者の所得に影響を及ぼして

います。また、四万十川のアユやアオノリなどの天然資源の減少も、年々、深刻化して

います。

商工業分野では、郊外への大規模小売店を中心とした新たな商業集積などの影響を受

け、圏域商業の拠点的な役割を果たす四万十市をはじめ、市街地の小売業を取り巻く環

境は厳しさが増しています。また、製造業や建設業の販売総額等は、依然として低迷し

ています。

こうしたことから、幡多地域の産業界の連携を一層促進し、観光分野の取組などとも

融合させながら、中心市街地等の魅力づくりや様々なイベントの実施、情報発信を行う

ことにより、全国に通用し、競争力のある商品づくりなどに取り組んでいます。

観光分野では、幡多地域の持つ「自然」や「食」、「歴史文化」、「人柄」を活かした滞

在型・体験型観光やスポーツツーリズムの取組が着実に進んでいます。

また、県、幡多６市町村、観光関係団体・事業者など官民一体のもと、平成 31 年度か

ら様々な施設の開業が予定されている竜串地区をはじめとして、観光資源を活かした体

験メニューの造成・磨き上げを進めるとともに、地域全体で連携を図りながら観光地づ

くりに取り組むことで、国内外からの誘客促進に向けた取組を進めています。
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（２） 地域アクションプランの概要

本計画では、引き続き、各種助成制度やアドバイザー制度、土佐 MBA などの学びの場

といった、事業者のスキルアップを図る機会を提供するとともに、市町村や関係団体等

との連携を密にしながら、更なる取組のバージョンアップと加速化を図り、新たな雇用

創出や地域住民の所得向上に繋げていきます。

まず、様々な産業づくりの基盤であり、地域の基幹産業となっている第一次産業の振

興に引き続き取り組んでいきます。また、第一次産業の素材を効果的に活用した加工品

づくりを推進し、そのための生産基盤の充実・拡大や HACCP 対応による衛生管理の向上、

地産外商の一層の推進に取り組み、販路拡大、新たなものづくりなどを後押ししていき

ます。観光面においては、これまでの取組を更に強化し滞在が可能な観光周遊ルートの

策定をはじめ、平成 31 年２月から始まりました「リョーマの休日～自然＆体験キャンペ

ーン～」と連動した自然体験メニューの磨き上げや拡充、スポーツツーリズムの推進、

魅力ある「道の駅」といった交流拠点づくりなどに取り組むことで、交流人口の拡大を

図っていきます。

農業分野では、地域特性を活かした産地づくりを推進し、果樹ではユズ、直七、ブシ

ュカンなどの柑橘類の生産拡大、花きでは、洋ランのブランド化を推進します。また、

加工用の施設整備や機械導入により、農産物加工品の生産拡大と新商品の開発を進める

とともに、地産外商に向けた販売体制の強化に取り組みます。さらに、地域外からの就

農体験や研修生の受入れに積極的に取り組むことで、移住等による農業後継者を育成し

ていきます。畜産関係では、「四万十牛」や「土佐極鶏 あしずりキング」のブランド化

を通した地域産業の活性化につなげていきます。

林業分野では、四万十ヒノキを利用した住宅建築を促進するとともに、域外への積極

的な PR により、「四万十ヒノキ」のブランド化を目指します。また、土佐備長炭の販売

面での強化を図るとともに、関係機関の連携による地域での原木確保に向けた取組を継

続して推進します。

水産業分野では、メジカ（宗田節）、キビナゴ、清水サバ、クロマグロなどの地域を代

表する水産物の知名度の向上やブランド化に向けた取組を引き続き進めていきます。ま

た、メジカ・カツオ・ブリ（養殖含む）・タイ（養殖含む）・キビナゴなどの水産加工品

の販路拡大を図り、拡大再生産や新事業展開などを進めていくことで、安定的に収入が

確保できる仕組みを確立し、後継者の確保・育成に繋げていきます。

商工業分野では、引き続き、地域資源を活用した加工品づくりを進め、生産管理の高

度化や新たな商品開発、販売拡大などに取り組みます。また、各地域の道の駅などの拠

点施設において、定期的なイベントの実施などによる賑わいづくりや地元独自の農産物

等の販売を行うなど、「拠点ビジネス」をより一層強化し、売上アップと交流人口の増大

を図ることで、地域への経済的な波及効果を拡げていきます。

また、当地域は、首都圏など大消費地から遠く、経済基盤が弱い零細事業者も多いこ

とから、事業者の商品力の強化はもとより、メディアを通じた情報発信、アンテナショ

ップや各種催事、商談会、県外の飲食店と連携した地域産品の販路拡大など、あらゆる

チャネルを活用した外商活動を展開していきます。

観光分野については、県内外に向けたプロモーション活動、魅力的な観光商品づくり

などに継続して取り組むことにより、更なる誘客促進に取り組んでいきます。また、「リ

ョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～」と連動した自然体験観光のプロモーション

や、土佐西南大規模公園の人工芝グラウンドなどを活かした地域全体のスポーツツーリ

ズムもさらに推進し、誘客促進に繋げていきます。
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具体的には、幡多の広域観光を推進する（一社）幡多広域観光協議会の広域観光推進

部会を中心に地域が一体となった観光地づくりや情報発信に取り組み、広域の周遊や長

期滞在が可能な魅力ある観光地づくりを目指します。

このような各分野の取組に加えて、研修事業や移住促進などを通じて、産業の下支え

をし、地域活性化の源になる人材の育成や担い手の確保などに取り組んでいきます。ま

た、県、市町村、地域の事業者、団体等が一体となり、地域に根差した様々な地域産業

クラスターを生み出していきます。

（３） 主要な指標及び目標

注１：水産加工品の売上額は、(株)沖の島水産の売上額

注２：ビジネス拠点組織の売上額は、ふれあいパーク大月の売上額

注３：幡多地域への入込客数は、幡多広域観光の集計数

項 目 実 績 目 標

主要農産物の生産量等

直七

ユズ（三原村の生産量）

H27：117ｔ

H27：150ｔ

H31：200ｔ

H31：495ｔ

「四万十の家」着工戸数 H27：23 戸 H31：30 戸

水産加工品の売上額 H26：2.5 億円 H31：6.0 億円

ビジネス拠点組織の売上額 H26：1.8 億円 H31：2.5 億円

幡多地域への入込客数 H26：1,274,622 人 H31： 1,296,000 人

3



（４）　具体的な取組

№ 項　　　　　　　　　　目

宿
毛
市

土
佐
清
水
市

四
万
十
市

大
月
町

三
原
村

黒
潮
町

1 高知県産洋ランのブランド確立・流通促進事業 ●

2 幡多産柑橘等を活用した新たな事業展開による販路拡大等事業 ●

3 長期肥育鶏の生産加工・流通体制確立事業 ●

4 四万十ぶしゅかん産地の形成とブランド化事業 ●

5 三原村ユズ産地化計画の推進事業 ●

6 「四万十の家」と地域産ヒノキの販売推進事業 ●

7 町内の持続可能な山林資源を活用した製炭事業 ●

8 すくも湾漁協と民間事業者の連携による水産物の加工・販売事業 ● ●

9 すくも湾漁協による水産物の加工・販売事業 ●

10 宿毛近海の水産資源を活用した地域ブランド確立・推進事業 ●

11 宿毛湾の養殖魚を中心とした付加価値の高い加工品の販売事業 ●

12 四万十川の環境と資源を活用した産業振興事業 ●

13 キビナゴ加工商品の生産販売体制強化事業 ●

14 衛生管理強化等による干物等水産加工品販路拡大事業 ●

15 幡多地域産品販売体制構築事業 ● ● ● ● ● ●

16 直七の生産、加工、販売の促進事業 ●

17 昭和初期からの地域伝統商品の販売拡大等事業 ●

18 土佐清水メジカ関連産業再生プロジェクト ●

19 だしが良くでる宗田節商品の販路拡大促進事業 ●

20 地域産品を活用した加工商品の開発販売・流通システム構築推進事業 ●

21 海洋資源を活かした遊漁等による体験型交流推進事業 ●

22 栗からはじまる西土佐地産外商プロジェクト推進事業 ●

23 四万十牛の生産・販売拡大事業 ●

24 売り出せ西土佐プロジェクト推進事業(拠点ビジネス） ●

25 四万十地域の素材を活かした新たな外商戦略構築事業 ●

26 地元農産物等を活用したペット関連商品の開発・販売拡大事業 ●

27 四万十の地域食材を中心とした商品開発・販売事業 ●

28 素材の特性を活かした地域色豊かな冷凍加工食品の開発・製造・販売事業 ●

29 遊休地を活用した地域商業活性化拠点づくり事業 ●

30 大月町まるごと販売事業（拠点ビジネス） ●

31 三原村のどぶろくによる地域活性化事業 ●

32 地域産トマトの加工・販売の推進事業 ●

33 天日海塩を活用したビジネス推進事業 ●

34 佐賀地域の資源を活用した拠点ビジネス推進事業 ●

35 幡多地域の資源を活用した水産加工品等販売促進事業 ●

36 地域資源を活かした防災関連商品推進事業 ●

37 幡多広域における滞在型・体験型観光推進プロジェクト ● ● ● ● ● ●

38 幡多広域におけるスポーツツーリズムを核とした交流人口拡大プロジェクト ● ● ● ● ● ●

39 宿毛市観光振興事業 ●

40 竜串地域観光再生プロジェクト ●

41 土佐清水まるごと戦略観光展開事業 ●

42 土佐清水ジオパーク推進事業 ●

43 四万十市の地域資源を活かした通年・滞在型観光推進事業 ●

44 大月町自然体験・環境教育交流推進事業 ●

45 三原村の魅力を活かした滞在型観光推進事業 ●

46 黒潮町の地域資源を活かした体験型観光推進事業 ●

47 集落活動センターによる地域の産業振興 ●
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四万十市

宿毛市

黒潮町

三原村

大月町

土佐清水市

 7、8、13、14、15、

30、37、38、44
3、15、18、19、20、21、

37、38、40、41、42

5、15、31、32、

37、38、45、47

 1、2、8、9、10、11、15、

16、17、37、38、39

  4、6、12、15、22、23、24、25、

26、27、28、29、37、38、43
15、33、34、35、

36、37、38、46

　【幡多地域】
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【幡多地域】

1 高知県産洋ランのブラン
ド確立・流通促進事業

《宿毛市》

・石田蘭園
・蘭遊六志会

・体制の充実・強化

・個人顧客の販路拡大

◆販路開拓と販売促
進

◆生産体制の充実

2 幡多産柑橘等を活用し
た新たな事業展開による
販路拡大等事業

≪宿毛市≫

　地元産の柑橘等を利用し
た新たな事業を展開し、新
規顧客やリピーターを獲得し
ていくとともに、時代の変化
と市場のニーズに対応した
柑橘の販売方法を確立し、
販路を拡大していくことで、
売上アップと新たな雇用の
創出に繋げていく。

（有）成田果樹園 ・新たな顧客やリピー
ターの獲得

・時代の変化に対応した
販売方法の確立

◆新事業の展開

◆既存商品の販路拡
大

3 長期肥育鶏の生産加
工・流通体制確立事業

《土佐清水市》

土佐清水産長期肥育鶏のブ
ランド化を目指して、地域連
携による鶏の生産加工の処
理体制を構築するとともに、
県内外での販売流通の仕組
みを確立することにより、食
の魅力を活かした観光振興
と地域経済の活性化に繋げ
ていく。

・(株)足摺農園
・土佐清水市

◆加工処理施設の整
備

◆生産体制の整備

◆流通体制の整備

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

県内の有志6軒の洋ラン生
産者が組織を立ち上げ、新
たな流通手段の確保等によ
る販売促進や、生産手段の
充実に取り組むことで、オリ
ジナルテーブルシンビジウム
のPR及び付加価値の向上
を図る。

アクションプランの取組開始：H25
・産業振興総合補助金を活用し集
出荷施設を整備（H25）
・県外出展等販促活動（H25～）
　国際フラワーEXPO等へ出展
◆蘭遊六志会が高知県洋蘭生産
組合に声かけをして、大阪市で商
談会を開催（H26・27）
　H26年の大阪商談会での蘭遊六
志会販売額は、30,725千円
・ネットショップの立ち上げ（H27）
・海外拠点とのリレー出荷システム
の構築（H28～）

アクションプランの取組開始：H28
・県産振アドバイザー制度を活用
（H27～28）し、新たな事業展開を
見据えた経営戦略および中長期
計画を策定
・シトラスビューティー事業開始
（H28）
・小規模事業者持続化補助金（中
小企業庁 (H29～30）および産振ア
ドバイザー制度（H30）を活用して
新商品開発、販促物のリニューア
ルを実施。

アクションプランの取組開始：H29
・試験的な肥育の実施（H29）
・県版HACCP研修の受講（H29）
・ブランド名を「土佐極鶏あしずりキ
ング」に決定（H29）
・関西方面及び市内の販路開拓協
議（H29）
・産業振興推進総合支援事業費補
助金を活用した加工施設整備
（H29）
◆加工処理施設の稼働開始
（H30）
◆本格出荷開始（H30）
・あしずりキング推進協議会を設
立（H30）

・加工処理体制の確立

・生産体制の確立

・販路の確保
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

売上高
(H23：85,197千円)
(H26：80,438千円)

165,000千円

売上高
（H26：40,000千円）
（H27：44,179千円）

65,000千円

生産羽数
（H27：0羽）

加工出荷額
（H27：0円）

3,848羽

17,436千円

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

パンフレット作成・インターネット販売事業の構築

事業計画に基づく施設・設備等の整備

各種展示会・商談会等への参加

事業計画の作成

　生産体制の充実

既存商品の販路拡大

健康志向の新事業向け新商品の開発、サービス提供の検討

発注単位の細分化対応、有機栽培、減農薬栽培への継続的な取り組み

　　　加工施設・設備等
　　　の整備検討

新商品提供のための
　店舗整備検討

柑橘を利用した美容と健
康の（プレ含む）セミナー
等開催（県内中心）

四国をはじめ、大阪、福岡での事業展開
大阪、福岡を中心とした
西日本への事業拡大検討

首都圏への事業拡大

美容と健康を提案できる柑橘の販売システムの構築

地域イベントの企画・参加

ＨＰのリニューアル 商談会参加

販促ＰＲ資材等の製作

加工処理
施設の建
設

鶏舎建設（規模拡
大）の検討

肥育ノウハウの蓄積

関西エリアを中心にＰＲ・販路拡大活動

学校給食等での利用促進活動の展開

市内飲食業・宿泊施設での利用に向けたＰＲ・販売体制の構築

肥育ノウハウの蓄積・改善の継続

加工処理施
設の建設計
画の作成

関西エリアの販路開拓

加工処理施設の整備

生産体制の整備

流通販売体制の整備

新事業の展開

　販路開拓と販売促進
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

4 四万十ぶしゅかん産地
の形成とブランド化事業

《四万十市》

・四万十市
・四万十ぶしゅかん
生産者組合
・四万十ぶしゅかん
(株)

・生産者の確保、栽培面
積と生産量の拡大

・集出荷体制の見直し

◆産地化の推進
　（栽培面積の拡大）

◆生産量の増加

◆集出荷体制の効率
化

◆生産体制及び衛生
管理体制の強化

◆展示会や商談会へ
の出展及び量販店等
への営業活動

◆各種媒体でのPR活
動

地域特産のぶしゅかんを産
地化し、全国展開できるブラ
ンド力を育成することで、農
家所得の向上を目指す。

アクションプランの取組開始：H28
・四万十ぶしゅかん生産者組合の
設立（H28）
◆産地化を効率的、効果的に進め
るための体制が確立された。

・栽培マニュアルの作成（H28）、改
訂（H29）
・栽培現地講習会の開催（H28～）
・出荷基準の作成（H28）
・生産量 H28：26,259kg（対目標
値：102.5％）、H29：23,380kg（同：
74.2%）、H30：32,592kg（同：86.8%）
・地方創生交付金による拠点施設
整備（H28～29）
◆集出荷・加工・搾汁・保管機能を
有した施設が稼働したことで、加工
品の生産や衛生管理が強化され、
販路拡大に向けた環境が整った。
・ぶしゅかん解禁イベントの実施
（H28～）
・首都圏でのぶしゅかんキャンペー
ンの実施（H28～）
・テレビや ラジオ等 でのPR活 動
（H28～）
・市内小中学校でのぶしゅかん学
習会開催（H28～）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

栽培面積
（H27：490a) 　　　　　　 

1,440a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生産量
（H27：18,700kg）
（うち園地分：5,700kg、
周辺農家買取分：
13,000kg）

46,800kg
（うち園地分：
26,800kg、周辺
農家買取分：
20,000kg）

展示会や商談会への出展及び量販店等への営業活動

産地化の推進（栽培面積の拡大）

苗木購入支援、鳥獣害防護柵等資材の補助

苗木供給体制の確立　

生産量の増加

栽培基準の徹底

栽培管理技術の向上

生産者組織の
設立

生産者組織の育成（勉強会・研修会・視察等）

集出荷体制の効率化

生産者組織による効率的
な集出荷体制の構築 効率的な集出荷の実施（検証・見直し・再構築）

生産体制及び衛生管理体制の強化

低コスト化・省力化に向けた設備導入の検討

収穫量に見合う施設整備の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・商談会・展示会への出展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・県内外の物産展（イベント）への出展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・首都圏等の大消費地でのブランディングキャンペーンの実施

各種媒体でのＰＲ活動

各種媒体でのＰＲ活動の実施・効率的なPＲ活動の検証
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

5 三原村ユズ産地化計画
の推進事業

《三原村》

三原村の環境を生かした農
業振興策として、ユズの産地
化に取り組むことにより、生
産者の所得の向上と新たな
雇用の創出を目指す。

・（公財）三原村農
業公社
・三原村
・ＪＡ高知県（幡多
地区）

・担い手の確保

・ユズ加工商品の販売
促進

・ユズ共同選果施設運
営の確立

◆地域農業支援シス
テムの推進

◆ユズ製品開発及び
加工施設の整備

6 「四万十の家」と地域産
ヒノキの販売推進事業

《四万十市》

・四万十市 ◆「四万十の家」のPR

◆四万十ヒノキのブラ
ンド化の推進

7 町内の持続可能な山林
資源を活用した製炭事
業

《大月町》

町内に生育する最高級のウ
バメガシ等の山林資源を活
用して、古くから行われてい
た白炭の生産を復活し、製
炭の産業化を目指す。

・大月町備長炭生
産組合

◆生産力向上

◆加工品づくり

◆販路拡大・広報活動

アクションプランの取組開始：H21
・農業機械高度化（H21～23）
・栽培維持、発展支援システムの
構築（H21～23）
・公社施設の整備（H22)
・ユズ選果加工施設整備（H26～
27）
◆三原村農業公社の農地集積に
より、ユズの栽培面積が増加。
（H19：7.6ｈａ→H23：28.1ｈａ→H27：
43.3ha→H28：45.3ha→H29：
51.4ha)
◆青果率の向上が図られた
（H27：13%→H28：21%→H29：
23.9％）
◆栽培～収穫～加工～販売まで
の一連の体制を構築した結果、販
売額も増加（H24：12,515千円、
H25：17,363千円、H26：16,738千
円、H27：23,720千円、H28：45,020
千円、H29：59,792千円)
・商品づくり・販路開拓（H21～）
・ODMでユズ商品の開発（H27）
◆H22よりオリジナル加工品販促
活動が本格化。各種フェア等への
出展等により商品が浸透し始めて
いる。
◆担い手を確保した。
（H28：1名新規就農）

平成22年度に建築したモデ
ルハウス「四万十の家」をPR
し、四万十ヒノキを利用した
住宅建築を促進するととも
に、四万十ヒノキのブランド
化を図ることにより、地域内
外での販売を促進し、地域
経済の活性化を図る。

アクションプランの取組開始：H21
・モデルハウス建設（H22）
・モデルハウス「四万十の家」利用
開始（H23.4月～）
・市産材補助事業（H23～）
◆モデルハウスについて、林業関
連事業者の学習会場利用や一般
利用等により当初想定を超える利
用状況であり「四万十の家」のPR
につながった。あわせて、市産材
補助制度により、「四万十の家」着
工件数もH23：23件、H24：29件、
H25：38件、H26：32件、H27：34件、
H28：31件、H29：31件と順調であ
る。

・地域産ヒノキのブランド化に向け
た4市町村推進協議会の設立
（H23）
◆四万十市、三原村、四万十町、
中土佐町の推進協議会が設立さ
れたことで、従来の幡多ヒノキ・高
幡ヒノキとの区分等、整理すべき
課題解決に向けた検討の場ができ
た。
今後は、ブランド化にあたってのロ
ゴマークの具体的な活用方法につ
いて課題を整理・検討していくとと
もに、イベント等でのPR活動を継
続する。
 ・ロゴマーク入りステッカーやジャ
ンパーを作成（H28～）
◆ロゴマーク登録事業者数：10者
（H28～）

・モデルハウス活用によ
る、より積極的なPR

・四万十ヒノキのロゴ
マークの具体的な活用
方法

・四万十ヒノキの利用拡
大

アクションプランの取組開始：H22
・協議会立ち上げ（H21）
・組合立ち上げ（H22）
◆H23、H24産業振興総合補助金
を活用し、生産窯を設置。あわせ
て、ふるさと雇用事業を活用し、生
産から販売までの仕組みづくりに
取り組んだ。その結果、H26末時点
で生産窯10基体制が確立し、8人
の雇用を創出、取引先も確保でき
ている。
・原木確保（H28～）
・地区有林の伐採権譲渡契約を締
結（H28）
◆生産者　9名（H28）→10名（H30）
・地域林業総合支援事業費補助金
を活用し原木搬出用作業道整備
（H29～30）

・生産規模が少ない

・生産量の安定と質の向
上

・収益の多様化、チャネ
ルの多角化

・当面の自主財源不足

・安定的な原木の確保
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

495ｔ

129,388千円

「四万十の家」着工戸
数
（H27：23戸）

30戸

販売量
（H26：75.7ｔ）

200ｔ

ユズ生産量
（H19：65ｔ）
（H22：74ｔ）
（H26:103ｔ）

販売額
（H24：12,515千円）
（H25：17,363千円）
（H26：16,738千円）

生産力向上

加工品づくり

白炭（燃料用）の四国内での営業活動、販売促進用グッズ作成

　　　　　　　・町内での生産者の育成研修
　　　　　　　・生産備長炭窯の建設（研修生の育成に合わせて）

ホームページ更新、産地化に向けた情報発信（生産組合、生産者の情報発信）

備長炭のハネ炭を利用した小売商品の開発、営業活動（利益の底上げ、商品ＰＲ）

観光体験メニューの実施、町内のイベント等への出展・即売会の実施

地域農業支援システムの推進

水田転換畑へのユズの新植推進と青果率向上対策

生産の担い手対策及び産地の維持、発展に向けた支援システムの実施

ユズ新商品の開発研究及びユズ商品（ＯＤＭ）の販売

加工機械の整備

ユズ製品開発及び加工施設の整備

加工商品の製造・販売

販路拡大・広報活動

モデルハウスの見学・宿泊体験の実施、管理運営、建築業者・設計士との連携

市産材補助制度の継続（利用しやすい制度へ内容と仕組みの再検討）

「四万十の家」のＰＲ

四万十ヒノキのブランド化の推進

市木材利用推進方針に基づく公共施設の木造化・木質化の推進

道路網整備、林業事業体の育成による森林整備の促進

広報活動及びＰＲ活動による四万十ヒノキの利用促進

川上から川下への供給体制の構築及び関係市町村との連携強化
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

8 漁協・民間会社の連携によ
り漁協市場付近に整備した
加工施設を核として、地元水
産物の付加価値向上、地産
地消・外商を進めることで、
雇用創出につなげていく。

・すくも湾漁業協同
組合

・加工量の増大

・夏場におけるフィレの
身割れ現象の発生

・フィレ加工事業におけ
る作業負担の軽減

9 宿毛市片島地区に整備した
施設を核として、水産物の加
工・販売を展開し地産地消・
外商を進めることで、漁業者
の所得向上や雇用創出につ
なげていく。

・すくも湾漁業協同
組合

・経営の安定化

・販路拡大

・利益率の高い加工商
品の開発

◆製造、販売体制の
維持、強化

すくも湾漁協と民間事業
者の連携による水産物
の加工・販売事業

《宿毛市・大月町》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

アクションプランの取組開始：H22
・加工施設整備(H22)
・加工品の製造、出荷開始（H23）
・真空包装機、ヘッドカッターの導
入（H26）
・フィレマシンの導入（H27）
・関係者と協同での身割れ防止試
験及び落下試験の実施（H29）
・県版HACCP第3ステージ取得
(H30)
・関係者と協同での電気タモ（電撃
による魚類沈静化装置）デモ機導
入試験の実施（H30）　

◆H22産業振興総合補助金を活用
し、加工施設等を整備。H23.4月下
旬から稼働。キビナゴなどを使用し
た惣菜を製造し、飲食店チェーン
企業へ出荷。H26からは水産商社
等と連携し、養殖ブリのフィレ加工
に着手し、販売を開始した。
◆通年出荷に向けた試験出荷を
行い（H28～、加工尾数（H28.12）：
約109千尾）、平成28年度の総加
工尾数は約130千尾であった。ま
た平成29年度の総加工尾数は約
120千尾であり、平成30年度は140
千尾の加工を目標としている。
◆上記に伴い、雇用も増加した。
（H27:9人→H28:16人）
◆身割れ防止対策として、1回の
網寄せ尾数やタモ掬い1回あたり
の取上げ尾数を削減する等の対
策により、身割れ発生を抑制する
ことができた（H29）。

◆加工原魚の安定調
達と加工体制の強化

すくも湾漁協による水産
物の加工・販売事業

《宿毛市》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

アクションプランの取組開始：H21
・加工施設整備（H21）
・加工商品の製造、販売及び販路
開拓(H21～）
・事業内容の精査（H25）
・事業内容の再構築（H26）
・新商品（すくもスモーク）の開発及
び試験販売（H27）
・養殖クロマグロの未利用部位（心
臓等）の活用（H27）
・ふるさと納税の返礼品として「宿
毛の養殖ブリ、直七マダイの豪華
しゃぶしゃぶ鍋セット」を作製し、取
引を開始（H28）
・新商品（ブリからちゃん）の開発
及び販売（H29）
・未利用魚（サメ類）を用いた新商
品の開発及び試験販売、宿毛市
学校給食センターへのサメ肉の出
荷（H30）
・未利用魚（ニベ）を用いた加工品
の開発及び販売（H30）
◆学校給食や病院関係を中心とし
た販路開拓により売上が増加。
◆H26に事業内容を再構築し、経
営改善が図られた。
◆H29に在庫管理強化等の取組に
より、収益向上に繋がった（加工事
業総利益：H28年度:71千円→H29
年度:2,612千円）。
◆H30に給食センターへ出荷され
たサメ肉は、11月22日に学校給食
の一品として市内の全小中学校へ
提供され、評価は上々であった。
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H26：1.04億円）

加工量（原魚ベース）
（H26：191.4ｔ）

1.22億円

400t

売上高
（H26：37,553千円）

50,000千円

製造、販売体制の維持、強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・既存販売先への商品の安定供給と販路拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・利益率の高い商品の開発と販売

　加工原魚の安定調達と加工体制の強化

・加工原魚の安定調達の仕組みづくり
・加工工程の見直し等による体制強化
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

10 ブリやカツオ等、宿毛近海で
獲れる魚を活用した加工品
の生産体制充実や販売促進
に取り組むことで、宿毛産の
魚のブランド化を推進し、漁
業者所得の向上を図る。

・（株）沖の島水産 ・人材育成

・販路の拡大

・消費者ニーズに応じた
新商品の開発

◆生産体制の充実強
化

◆商品開発と販売促
進

11 宿毛湾の養殖魚を中心
とした付加価値の高い加
工品の販売事業

《宿毛市》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

養殖場近辺に整備した加工
施設を核に原魚の鮮度を保
持した付加価値の高い加工
品製造に取り組み、通年・一
定価格で販売する。これによ
り経営の安定化を図り、地域
漁家との連携協力体制を構
築して、宿毛湾産養殖魚の
PRを実施するとともに、漁業
者の減少を防ぎ、地域雇用
を生み出す。

・（株）勇進 アクションプランの取組開始：H27
・「目指せ！弥太郎商人塾」参加
（H27）
・県産業振興推進総合支援事業費
補助金を活用した加工施設整備
（H27）
・県内外の商談会に出展（H28～）
・新商品開発（H29～）
・県版HACCP研修受講（H29）
・商人塾短期集中セミナーin幡多
受講・修了（H30）

・原魚の周年確保

・販売契約件数の増大

・販売戦略の見直し

◆加工品の商品開発・
販路拡大

◆生産体制の確立

12 四万十川の環境と資源
を活用した産業振興事
業
《四万十市》

・四万十市
・四万十川下流漁
業協同組合

宿毛近海の水産資源を
活用した地域ブランド確
立・推進事業

《宿毛市》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

アクションプランの取組開始：H24
・「目指せ！弥太郎商人塾」参加
（H22.H23.H25.H26）　　　　　　　　　　　　
・県ステップアップ事業による冷凍
施設整備、パッケージデザイン制
作、販売促進の実施（H23)　　　　　　　　　　　　　　　
・県産業振興総合補助金活用によ
る加工施設整備（H25）　　　　　　　　　
◆加工品売上高は、H22:800万
円、H23:1,929万円、H24:4,209万
円、H25:7,158万円、H26:2.5億円と
順調に伸びている。　
　さらに、H25の加工施設整備によ
り、衛生管理面の向上とあわせ、
生産体制の強化充実が図られ、系
列店への出荷も順調に推移するな
ど、今後のさらなる展開が期待で
きる。
・系列飲食店の新規開店（H28）
・県版HACCP研修受講（H29）
・加工場の増設（H29）
・産振アドバイザーの活用(個人顧
客への販路拡大)（H29）
・産振アドバイザーの活用（ホーム
ページのリニューアル）（H30）

四万十川の汽水域を中心
に、スジアオノリをはじめと
する漁業資源を回復させ、
付加価値を付けて売り出す
ことで、地域における雇用創
出と所得向上を図る。
あわせて、資源や環境のモ
ニタリング及び保全活動を
継続し、アユをはじめとする
四万十川の恵みを持続的に
利用していくための方策を検
討していく。

アクションプランの取組開始：H22
・高知大学との連携による調査
(H21～23)
◆アユやスジアオノリの資源につ
いては、四万十市と高知大学が連
携して科学的な調査に乗り出し、
「汽水域シンポジウム」や連携事業
の報告会を通じて、関係機関や地
域住民と情報交換を行う事で、
徐々にではあるが現状把握や資
源の回復に向けての協力体制が
できつつある。
・アオノリ・アオサノリの漁協ブラン
ドでの販売(H21～23)
◆H21から試験的にはじめた下流
漁協のアオノリやアオサノリの製
造・販売事業について、H23.10月
に６次産業化法に基づく総合化事
業計画の二次認定を受け、取組に
はずみがついた。
・６次産業化の取組（H24～）
◆H24.8月に６次産業化法に基づく
総合化事業計画承認。アオノリ・ア
オサノリの粉末製品を作成し、H24
から商談会等での販路開拓を行
い、H25から販売を開始した。新た
な取引先も増え、今後も積極的に
販売していく予定。
◆スジアオノリ、アオサノリの6次化
商品の漁協販売額H22：490千円、
H27：2,412千円、H28：3,134千円、
H29：3,477千円
◆スジアオノリの浮かし網養殖の
取組（H28～）
　区画漁業権免許を取得し、浮か
し網による養殖を開始した。（H28）
浮かし網養殖による収量
H28：0kg、H29：49.58kg 
H30年に収量増化を目指し、徳島
県水産試験場へ聴き取り調査を実
施し、技術的な手法に違いがない
ことが判明
それを受けソフト面の改善に着手
し、目指すべき規格と作業工程マ
ニュアルを作成

・生産力及び生産効率
の向上

・関係者間の情報共有
の強化と協力体制の構
築

・資源及び環境の現状
把握

◆スジアオノリ生産量
アップの取組

◆スジアオノリ・アオサ
ノリ小分け及び粉末製
品の販売数量アップの
取組

◆情報共有体制の仕
組みづくり

◆河川における資源
回復の取組
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H22：0.08億円）
（H26：2.5億円）

6億円

売上高
（H26：0円）

2.56億円

スジアオノリの生産額
（H26：1,899千円）

スジアオノリ、アオサノ
リの小分け及び粉末
製品販売額（H26：
2,681千円）

50,000千円

12,000千円

生産体制の強化

各種展示会・商談会等への参加

新商品開発

商談会への参加、サンプル送付・漁場視察受け入れなどによるニーズ調査・顧客開拓等

　スジアオノリ生産量アップの取組

四万十川下流漁協：浮かし網養殖によるスジアオノリ生産量の向上

小型粉砕機の導入、原藻及び製品の保管施設の設置、生産量の段階的増大、新たな販路開拓

　スジアオノリ・アオサノリ小分け及び粉末製品の販売数量アップの取組

　河川における資源回復の取組

アユ稚仔魚の生息状況調査、アユ仔魚流下調査等

　情報共有体制の仕組みづくり

情報共有会議等の継続開催（四万十川下流漁業協同組合・四万十市等）

加工品の商品開発・販路拡大

従業員教育研修の実施

生産体制の確立

　生産体制の充実強化

商品開発と販売促進
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

13 ・八重丸水産（株）

14 ・土佐大月海産

15 幡多地域産品販売体制
構築事業

《幡多地域全域》

・宿毛市
・土佐清水市
・四万十市
・大月町
・三原村
・黒潮町
・生産者
・加工事業者

◆推進組織体制の構
築

◆販路開拓及び販売
促進活動

キビナゴ加工商品の生
産販売体制強化事業

《大月町》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

大月町の地域資源の一つで
あるキビナゴを活用した商品
加工体制の基盤強化を図る
とともに、町内の道の駅等と
の連携による県内外の販売
促進活動を行う。これによ
り、キビナゴの消費拡大、雇
用拡大、連携先の売上増等
につなげる。

アクションプランの取組開始：H23
・加工場改修・撹拌機の整備
（H23）
・業務用商品開発プロジェクト等の
県等の補助事業の積極的利用
（H23～27）
・県外への展示会へ出展・販促資
材の整備（H24）
・塩麹味、化学調味料不使用タイ
プの商品開発、スタンドパック、小
包装商品等、消費者ニーズに応じ
た商品の開発・改良（H26～）
・県版HACCP第2ステージ認証取
得（H29）
・商品開発・販売力に係るセミナー
受講（H30）
◆製造能力の増加、展示会等へ
の積極的参加により、H24地場産
業大賞奨励賞受賞や、問屋等と取
引増等、県内外の認知度も高ま
り、売上も好調である。

・キビナゴ原魚の確保

・販路拡大

・市場ニーズに対応した
新商品の開発・商品の
改良

◆販路拡大・販売促進

◆新商品開発・既存商
品の磨き上げ

衛生管理強化等による
干物等水産加工品販路
拡大事業

《大月町》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

干物等水産加工物の業務
筋・小売店への販路拡大に
向け、衛生管理型の加工場
新設や、加工機器の導入を
行い、新たな販路開拓を行う
とともに、業務筋・小売業、
個人の休眠顧客等の掘り起
こしを行う。また、原魚調達
についても地元商人との連
携により多様な食材に対応
できる商品ラインアップの拡
充を進める。

アクションプランの取組開始：H26
・県産振補助金を活用し、新工場
に機械設備を導入（H27）
・アドバイザー導入（商工会）
（H27）
・県版HACCP研修受講（H29）
・県版HACCP第2ステージ認証取
得（H30）
◆衛生管理の向上
◆工場新設により、これまでの個
人顧客を中心とした販売から、小
売等業務筋への販売へと体制が
強化され、業務用商品の製造を本
格的に開始した。
◆商品パッケージのリニューアル
や商品形態のバリエーションの充
実、インターネット販売の開始によ
り、売上が増加。

・業務筋の取引に関する
ノウハウの蓄積

・経営意識や衛生管理、
営業などの向上

・新商品開発や既存商
品のブラッシュアップ

◆販路開拓

◆新商品開発・既存商
品の磨き上げ

幡多の市町村や民間事業者
等が連携を図りながら、地域
内にある地域食材、加工品
等の資源を結びつけ、量販
店でのフェア等の開催を通じ
た一次産品や特産品、観光
資源等の情報発信・PRを一
体的に行うことにより、さらな
る地域産品の販路開拓及び
販売の拡大、並びに交流人
口の拡大につなげる連携体
制を構築することで地域活
性化を図る。

アクションプランの取組開始：H28
・幡多広域地産外商推進協議会設
立（H28）
・県内 外で の幡 多フ ェア の開 催
（H28～）
・外商活動推進に向けた事業者調
査の実施（H29）

・効果的な事業実施

・事業者との連携強化
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

きびなごケンピ売上高
（H23：23,960千円）
（H26：25,950千円）

29,820千円

商品売上高
（H26：14,549千円）

33,000千円

販路開拓及び販売促進活動

新商品開発・既存商品の磨き上げ

インターネット販売による新規顧客の掘り起こし

販促グッズ等作成検討

販路開拓

販路拡大・販売促進

営業活動（県内外の商談会に出展PR）

新商品開発・既存商品の磨き上げ

販路に合わせた商品形態の見直し、新商品開発、提携商品の検討

各種展示会・商談会等への参加

既存商品の見直し・磨き上げ、新商品開発

パンフレット作成

推進組織体制の構築

推進組織
の設立

事業計画の策定・事業推進体制の仕組みづくり及び体制の構築

フェア等の開催

県外からのバイヤー招聘事業

販売促進ツールの作成 商談会・展示会への出展
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

16 直七の生産、加工、販売
の促進事業

《宿毛市》

・直七生産(株)
・直七の里(株)
・直七PJ(株)

17 昭和初期からの地域伝
統商品の販売拡大等事
業

《宿毛市》

・（有）菱田ベーカ
リー

・商品の認知度の向上

・販路の拡大

・生産体制及び衛生管
理の強化

地元柑橘の一種である直七
をはじめとした地域農産物
の加工・販売を推進すること
で、雇用創出、農家所得向
上、地域活性化を図る。

アクションプランの取組開始：Ｈ21
・直七生産組合の設立（H21）
・搾汁施設等の整備（H22）
・新商品の開発、商品パッケージ
の見直し（H22～23）
・県外出展等販促活動（H21～28）
・県版HACCP第3ステージ取得
(H28)　　　　　　　　　　　　
◆H22産業振興総合補助金を活用
して、搾汁施設を整備。品質向上
に伴い大手メーカー等、県内外で
取引が拡大。
・「直七の里(株)」設立（H23）　　　
･「直七酒販(株)」設立（H25）
 →「直七の里(株)」に吸収合併
・直七生産組合の法人化（直七生
産（株））による組織体制の強化
（H27）
◆商品の販売増に伴い、生産体制
も強化(H30作付面積:約36.31ha
（36,310本）)
収穫量
Ｈ19:4t→H20:13t→H21:10t→
H22:21t→H23:36t→H24:66t→
H25:101t→H26:130t→H27:117t→
H28:171t→H29:163ｔ→H30:192t

・生産拡大に向けた取組

・販路の拡大

◆生産体制の強化

◆新商品の開発

◆販路拡大

昭和40年代から製造し、地
元で愛されている「羊羹パ
ン」など昭和レトロをコンセプ
トとした商品の販売を拡大
し、全国に展開していくこと
で、独自ブランドを確立する
とともに、新たな雇用の創出
による地域の活性化を図る。

アクションプランの取組開始：H28
・産振総合補助金（ステップアップ
事業）を活用し、首都圏駅ナカでテ
ストマーケティングを実施（H28）
・県産業振興アドバイザー制度を
活用し、マスメディアを活かした販
売戦略について検討（H28）
・ものづくり競争力強化支援事業
費助成金（高知県産業振興セン
ター）を活用し、プレハブ冷凍庫を
導入（H28）
・県外出展等販促活動（H28～）
・新商品開発（H28～）
・県版HACCP第2ステージの認証
取得（H29）
・従業員を対象としたHACCP講習
会を開催（H29）

◆販路拡大

◆新商品の開発
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

直七果実生産量
（H22：21ｔ）
（H27：117ｔ）　　　　　　

200t

売上高
（H26：3,000千円）

60,000千円

生産体制の強化

新植等による作付面積の拡大

販路拡大

商談会等への参加、県外での店頭販売

新商品の開発

展示会・商談会への参加

販路拡大

自社サイトによるインターネット販売の開始・拡大

羊羹パン等の商品改良

昭和レトロをコンセプトにし
た新商品の開発

新商品開発（試作・調査）

新商品の開発

アドバイザーの導入

衛生管理の強化および
生産効率の向上に向けた施設整備の検討

施設整備
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

18 土佐清水市の主要な産業の
一つであるメジカ関連産業を
核として、原材料の確保から
加工食品の製造、販売促進
を一体的に取り組む連携体
制を構築することで地産地
消外商を強化し、雇用の創
出と地域経済の活性化を図
る。

・土佐清水ホール
ディングス（株）
・土佐食（株）
・（株）土佐清水元
気プロジェクト
・宗田節をもっと
知ってもらいたい委
員会
・土佐清水市

土佐清水メジカ関連産業
再生プロジェクト

《土佐清水市》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト）

アクションプランの取組開始:H21
［土佐食（株）］
・水産物処理加工施設用機器導入
（H22）
◆H22産業振興総合補助金を活用
し、機器等を導入したことで、ペット
フード安全法改正に適応でき、か
つ新商品開発も可能となった。
◆H25～26実績で、原魚取扱量
（3,500t）及び売上高（16.8億円）と
もにH27目標値を上回っており、雇
用についても197人と、H27目標値
をほぼ達成し、地域の産業振興に
大きく貢献している。
・食品部門の販路販売拡大のため
の、アジア圏をターゲットとした市
場調査
・道の駅「めじかの里土佐清水」の
指定管理者（H26.7.1～H29.3.31）と
なり、H26.7.19にリニューアルオー
プン。

［（株）土佐清水元気プロジェクト］
・集出荷システムの構築及び関連
施設整備（H21）
◆H21産業振興総合補助金を活用
し、農産物の集出荷システムを構
築。農業者の所得向上や、水産物
の冷凍事業により漁業者の所得向
上にもつながっている。
・特産品開発及び流通販売システ
ムの構築（H21～）
◆約30種類の商品を販売。H25に
は『土佐の清水さば漁師漬け』が、
H27には『宗田だし小夏ノンオイル
ドレッシング』が展示会等で評価を
受けるなど、宗田節関連商品が順
調に売上を伸ばしている。
・OEM生産事業の取組（H24～）
◆高知県産業振興センター所管助
成事業を活用し、体制づくり及び商
品開発。OEM生産が地域貢献（地
域内事業者の商品開発・販路拡大
の手助け）につながっている。
・一次加工体制の構築（H26～）
◆県漁協が整備した一次加工施
設の運営を開始。未利用資源・低
価格魚を冷凍事業との連携（既存
施設の有効活用）により、一次加
工品として販売し、売上増、雇用創
出につながっている。

［宗田節をもっと知ってもらいたい
委員会］
・宗田節PRの推進組織「宗田節を
もっと知ってもらいたい委員会」設
立（H22）
◆積極的なPRにより、宗田節の認
知度が一定向上した。
・一般消費者向け宗田節新製品を
開発（H23～24：7商品開発）
◆継続した商談会への参加により
売上が順調に推移している。（新
商品売上高　H24：8,870千円→
H25：18,360千円→H26：24,950千
円）
・宗田節入札会の５年振りの復活
開催とあわせ宗田節まつりを初開
催（H30）

【土佐清水ホールディングス（株）】
・土佐清水メジカプロジェクト推進
協議会の設立（H29）
・宗田節プロモーション会議で新商
品開発を企画（H30）

・土佐清水全体でのメジ
カ関連産業の事業化に
向けた仕組みづくり

［土佐食(株)］
・ペットフード以外の商品
販売促進

・施設の老朽化対策

［(株)土佐清水元気プロ
ジェクト］
・原料の確保及び生産
効率の向上（生産量の
拡大）

・OEM生産事業、一次加
工事業の強化

・売れ筋商品の販売拡
大

・流通販売システムの強
化と受入態勢の構築

［土佐清水ホールデング
ス］
・新商品の開発及び生
産体制の整備

◆経営戦略の策定
［土佐清水ホールディ
ングス(株)］

◆商品開発及び販促
活動

◆水産物処理加工関
連施設等整備

◆農産物等処理加工
関連施設等整備

◆新たな特産品開発
とＯＥＭ生産事業・一
次加工事業の推進・強
化

◆販売促進と流通シ
ステム構築に向けた
取組の強化

◆宗田節のPR活動、
ブランド化の推進
［宗田節をもっと知って
もらいたい委員会］
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

販売額
（H22:14.78億円）
（H26:17.92億円）

25億円

経営戦略策定に向けた経営資源の選択、戦略の策定及び見直し

水産物処理加工関連施設等整備

水産物処理加工関連施設及び機器導入の検討・実施

農産物等処理加工関連施設等整備

必要施設の整備検討・実施

新たな特産品開発とOEM生産事業・一次加工事業の推進・強化

商品開発、ブランド登録など

商品開発に必要な施設整備の検討・実施

OEM生産事業・一次加工事業の販路開拓・販売促進

商品開発及び販促活動

商品開発、販促活動（各種商談会等への参加。土佐食㈱、㈱土佐清水元気プロジェクト、土佐清水市の連携による商品ＰＲ及び営業活動など）

商品開発に必要な施設整備の検討・実施

販売促進と流通システム構築に向けた取組の強化

　　　　　　・海外見本市や各種商談会等への参加、商品ＰＲ及び営業活動など　　
　　　　　　・県アンテナショップ等を活用したマーケティング調査など
　　　　　　・土佐食㈱、㈱土佐清水元気プロジェクト、土佐清水市と連携した販売促進
　　　　　　・提携業者との連携による経営戦略の検討

流通販売システムの強化及び受入態勢の構築

宗田節のPR活動、ブランド化の推進

土佐食㈱、㈱土佐清水元気プロジェクト、土佐清水市の連携による県内外への宗田節PR活動の展開、プロモーション活動との連携

食育活動や外商活動の継続した実施

経営戦略の策定

宗田節新商品製造設備整備計画の検討 施設整備
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

19 宗田節関連商品の生産力の
向上や衛生管理体制の充実
により、販路の拡大を図ると
ともに、新たな商品開発等に
取り組むことで宗田節生産
者の所得向上と雇用の創出
を目指す。

・（株）ウェルカム
ジョン万カンパニー

・県外での販路開拓（営
業部門の強化）

・新たな商品開発

・衛生管理と生産体制の
向上

◆販路拡大に向けた取
組の強化

◆商品開発・改良

◆衛生管理の向上によ
る生産体制の強化

20 ・土佐清水沸騰社
中
・土佐清水外商流
通組合
・土佐清水市
・(株)郷土活性化組
合

◆流通システムの構
築

◆地域産品を活用し
た加工商品の開発・販
売促進

21 あしずり港等を核として、海
洋資源の活用による遊漁を
はじめとした体験型交流事
業の仕組みづくりを推進する
ことにより、交流人口の拡大
に繋げ、漁村集落の活性化
を図る。

・土佐清水市
・土佐清水市観光
協会
・民間事業者
・漁業協同組合等

アクションプランの取組開始：H29
・土佐清水市渚泊推進協議会設立
(H29)
・足摺釣りブリ組合が漁見学及び
遊漁船事業を検討（H30）

・多様な事業者の参画
及び運営体制の強化

・食、スポーツ及び教育
等の分野連携によるメ
ニューづくり

◆漁村集落等を活用
したメニューづくり

◆多様な事業者と連
携した受入体制づくり

◆誘客の促進

だしが良くでる宗田節商
品の販路拡大促進事業

《土佐清水市》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト）

アクションプランの取組開始:H26
・加工施設の整備（H26）
◆H25のメディア露出による大幅な
売上増（特需）の反動が予想され
たが、加工施設完成後も順調に売
上を伸ばしている。また、新たに開
発した宗田節おかきが「高知家 土
産物コンクール2015」の大賞を受
賞し、売上を伸ばした。
◆H26産業振興総合補助金を活用
し、衛生管理体制並びに安定的な
製造体制を整備。さらなる売上の
向上を図り、地域の雇用創出につ
なげる。
・県版HACCP第3ステージの認証
取得(H29)
・新商品開発（めんつゆボトル）
（H30）

地域産品を活用した加
工商品の開発販売・流
通システム構築推進事
業

《土佐清水市》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト及
び宿毛・大月養殖ビジネ
ス高度化プロジェクト）

地域の生産者や民間事業者
等が連携を図りながら、取引
拡大に向け、地域産品を活
用した新たな加工商品を開
発・販売するとともに、地域
食材の調達の仕組みや流通
システムの構築に取り組む
ことにより、メジカ産業をはじ
めとする基幹産業の再生を
図る。

アクションプランの取組開始：H29
・チャーター便の試行利用(H29)
・土佐清水活性化組合を開設し、
水産物の1次加工や魚種混載を実
施（H30)

・生産者や加工事業者
が事業推進に参加しや
すい仕組みづくり
・個別発送による輸送コ
ストの増加
・各市町村及び生産者
や加工事業者との連携
の仕組みづくり
・取引店舗数の増加と併
せて、付加価値の向上
等による収益増加
・お客様の満足度の向
上に向けて、継続的な
新商品の提供

海洋資源を活かした遊
漁等による体験型交流
推進事業

《土佐清水市》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

販売額
（H22:22,000千円）
（H26:47,600千円）

70,000千円

来客数
(H28：300人）

1,600人

販路拡大に向けた取組の強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・展示会・商談会等への参加、ＨＰの充実、販促ＰＲ資材の製作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ブライダル・ギフト業界等への販売ルートの拡大と確立

商品開発・改良

新商品の開発

衛生管理の向上による生産体制の強化

県版HACCP取得に
向けた取組

新商品の販売促進・磨き上げ

既存商品の磨き上げ・改良

県版HACCPの取得 衛生管理の向上による安心・安全な商品づくりに向けた生産体制の強化

誘客の促進

多様な事業者と連携した受入体制づくり

漁村集落等を活用したメニューづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・釣堀等メニューの事業化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・視察・研修

・視察、研修
・地域等との連携協議
・受入に必要な手続（遊漁
船業等）
・運営方法の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　・受入に必要なサービス、施設等の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　・運営方法の構築・改善

・体験メニューづくり及び
誘客計画の作成 ・多様な事業者と連携したＰＲと販売促進の展開

・視察・研修・適地の検討
・多様な関係者等との協議
の場づくり
・メニューの洗い出し

流通システムの構築

事業計画の策定 流通システムの構築・検証改善

地域産品を活用した加工商品の開発・販売促進

加工商品の生産施設の検討

加工商品の開発

地域食材や加工品等の販売促進

地域産品の掘り起こし

加工商品の生産施設
の整備

各市町村及び生産者、加工事業者との協議・調整
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

22 栗からはじまる西土佐地
産外商プロジェクト推進
事業

《四万十市》

西土佐地区の栗園再生に向
け、「より高く、より多く売るし
くみ」と「栽培しやすい環境づ
くり」に平行して取り組むとと
もに、他の地域素材を活かし
た加工品づくり、外商を行う
ことで地域内外を巻き込ん
だ新しいビジネスを目指す。

・（株）しまんと美野
里

・より高く、より多く売る
仕組みづくり

・原材料となる栗の確保

・栗の長期保存の仕組
みづくり

・閑散期対策

・収穫時期の人手不足
対策

◆商品の高付加価値
化と情報発信

◆栽培しやすい環境
づくり（高価買取、栽培
技術支援・基盤づくり）

◆地域の他素材を
使った商品づくり

23 四万十牛の生産・販売
拡大事業

《四万十市》

西土佐地域の畜産家、販
売・加工業者が生産から販
売まで連携して販路拡大に
取り組むことで、四万十牛の
地域内外での認知度・売上
の向上による地域経済の活
性化を図る。

・(株)四万十牛本舗
・西土佐中央牧場

・販売額のアップ

・生産量の拡大

・地域の他の事業者に
波及する取組の実施（各
事業者との新商品開発）

・雇用体制の整備

◆販路拡大及び新商
品開発

◆原材料供給体制の
強化

アクションプラン取組開始：H22
・加工施設整備（H22）
◆H22産業振興総合補助金を活用
し加工施設を整備、H23.1月より操
業開始。菓子業者等、加工品受注
量は増加している。
・栗栽培支援体制づくり（H23～）
◆栗栽培支援策として、H23.9月、
協賛制度による支援組織を設立
し、廃栗園の再生等に取り組んで
いる。
◆新商品開発
　栗のソフトクリーム、ブルーベ
リージャム（H30）

アクションプランの取組開始：H25
・新たなビジネスの検討（H25～
27）
◆H25全国商工会連合会事業、
H26県産業振興アドバイザーを活
用し、ブランド力を活かした経営戦
略について検討。H27.3月直営飲
食店（焼肉屋）を開業、H27.6月法
人化。
・新加工販売施設に向けての事業
計画等の策定
◆H29県産業振興アドバイザーを
活用し、新加工販売施設での販売
戦略の策定と、加工販売施設の改
築移転の整備計画及びデザインコ
ンセプトについて検討。
・新商品開発（H23～）
◆H23全国商工会連合会事業を活
用し、商品開発のノウハウを習得。
◆H28道の駅よって西土佐と連携
した商品展開（食堂メニュー及び
惣菜・弁当を販売）
・畜産体制強化（H24～）
◆H24に自己資金で、H27に県レン
タル畜舎施設等整備事業を活用し
て生産量の拡大に向けた畜舎増
築を実施し、生産拡大の体制が
整った。
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

栗加工品製造量
（H22：1.5ｔ）
（H26：4.0ｔ）

原材料（生栗）の仕入
量
（H22：2.5ｔ）
（H26：6.5ｔ）

8t

12ｔ

売上高
（H26：131,446千円）

200,000千円

地域の他素材を使った商品づくり

商品の高付加価値化と情報発信

企業向け商品の販促活動（会員との取引増）

一般消費者向け商品の販促活動（生産の現場が見える情報の発信）

栽培しやすい環境づくり（高価買取、栽培技術支援・基盤づくり）

栗産地再生にむけた支援・栽培指導

担い手育成のための栽培スタイルの実践（企業栗園・週末農業・集団栽培等）

販路拡大及び新商品開発

県内外への販促活動

商品開発

原材料供給体制の強化

生産量の拡大

安定した生産の継続

商品開発

精肉店・飲食店の売上拡大

施設整備新販売店舗及び加工施設の整備計画検討
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

24 売り出せ西土佐プロジェ
クト推進事業（拠点ビジ
ネス）

《四万十市》

道の駅を核として、西土佐地
域の多様な人材や事業者等
が連携し、地域素材を活用
した加工品の開発・販売や
交流体験観光の情報発信等
を行うことで、幡多地域の北
の玄関口として交流人口を
拡大し、地域の活性化を図
る。

・(株)西土佐ふるさ
と市
・四万十市

◆地域ならではの商
品づくり、販売促進

◆周辺施設・商店街等
との連携（地域拠点と
しての機能強化）

25 四万十地域の素材を活
かした新たな外商戦略
構築事業

《四万十市》

・しまんと百笑かん
ぱに（株）
・四万十市地域商
品研究会

・商品ラインナップの充
実

・生産拡大に向けた施設
整備

・地域商社としての役割
強化

アクションプランの取組開始：H24
・施設整備計画（H24～）
・H28営業開始に向け、H24基本計
画、H25実施設計、H26用地取得
完了。H27木造公共施設等整備事
業費補助金および木の香るまちづ
くり推進事業費補助金を活用し施
設整備（H28）
・体制づくり（H25～）
◆H24商人塾参加やH25～出荷者
向け研修の実施等、運営体制強
化。H26～地域人づくり事業により
1人雇用。H27.4月、ふるさと市組
合（指定管理者）の株式会社化に
より運営体制が確立。
・商品開発（H24～）
◆全国展開支援事業、四万十市
道の駅地域産品開発等特別支援
補助事業、県産業振興アドバイ
ザー制度等を活用し、地元民間事
業者の新商品開発を支援。その結
果、開発商品数は増加している。
（開発商品数＝H23：6商品、H24：
11商品、H25：18商品、
H26：22商品)
◆H30.2クラウドファンディングで鮎
のコンフィを開発、H30.4一般販売
開始
・道の駅開業に向けた準備（H27
～）
・開業に向けた戦略会議を開催
◆H27.11月道の駅登録、名称が
「よって西土佐」に決定。H28.4開
業。
・外商活動（H28～）
◆松山サテライトショップのオープ
ンや道の駅との連携を活かして地
域外に販路を拡大した。
・集客イベント（H28～）
・毎月、特産品をＰＲするイベント
の実施（第4日曜日）（H28～）
・よって西土佐運営会議を第１月
曜日に実施し、月次イベント内容
に関する検討（H28～）

・魅力ある商品開発・販
売戦略の推進（地域の
魅力発信）

・道の駅を中心とする活
力ある地域づくり

・自社商品製造拡大の
ための加工施設の整備

四万十市の漁業者、農家、
加工 業 者 、 販 売 者 が 連 携
し、四万十の食材を中心とし
た加工商品を開発・製造・販
売することで、地域内外での
売上を拡大し、地域活性化
を目指す。

アクションプランの取組開始：Ｈ26
・新商品開発等（H26～）
◆3アイテム（9種類）の商品開発に
より、ラインナップの充実を図っ
た。(H26)
◆既存商品（5種類）のブラッシュ
アップを実施。（H28）
◆食品産業総合支援事業費補助
金を活用した商品開発により1アイ
テムが完成。（H30）
・販路開拓及び拡大（H26～）
◆国内の商談会、展示会、イベン
ト出展により、順調に販路が拡大
している。また、H27にはジェトロの
事業を活用し、海外での販路開拓
に向けた調査等を実施したことに
より、販路開拓に向けたノウハウを
習得した。H28に県の委託を受け
て台湾での高知県フェアを開催す
るなど、国内外で積極的に販促活
動を展開している。
・生産体制の強化（H26～）
◆産振総合補助金を活用し、加工
場を整備したことで、生産設備の
効率化が図られ、増産が可能と
なった。(H29)
・HACCP研修等衛生管理研修受
講（H28～）
◆HACCP認証取得による販路拡
大に向けた取組みを開始。
・四万十市地域商品研究会の継続
開催（H26～）
・四万十市人材育成研修事業の実
施（H27～）
・県の頑張る人づくり事業を活用
し、外商に耐えうる商品づくりや
マーケティング手法の習得を目的
に研修会を実施。
◆四万十市の事業者が定期的に
集い、情報・意見交換やセミナーを
実施、商品開発や販路拡大等のス
キルアップにつながっている。

◆自社商品の開発強
化

◆販売拠点整備と販
路拡大

◆四万十市地域商品
研究会と連携した新商
品づくり、販路拡大
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H26：0円）

150,000千円

商品売上高
（H26：30,000千円）

83,371千円

商品、飲食施設提供メニューのブラッシュアップ

地域ならではの商品づくり、販売促進

外販活動の継続

周辺施設・商店街等との連携（地域拠点としての機能強化）

情報発信機能の強化

周辺施設等との連携強化

地域住民の憩いの場づくり

自社商品の開発強化

商品開発、地域性のある農産物（生鮮）等の商品化

商談会・展示会への出展等の販売促進活動

生産体制の強化に向けた
施設整備の検討

四万十市地域商品研究会等と連携した新商品づくり、販路拡大

四万十市地域商品研究会と連携した商談会・展示会への出展等の販売促進活動

生産者及び製造者と連携した各地（国外を含む）でのフェアの開催

首都圏での拠点整備 拠点の運営

新商品の開発

人材育成セミナーの開催

四万十フェア等(生鮮食品販売）の開催

販売拠点整備と販路拡大

生産施設整備

27



【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

26 地元農産物等を活用し
たペ ッ ト 関 連商 品の 開
発・販売拡大事業

《四万十市》

・WAN LIFE ◆商品開発

◆販促活動

◆生産体制の充実・強
化

27 四万十の地域食材を中
心とした商品開発・販売
事業

《四万十市》

・（株）LLPしまんと ◆商品ラインナップの
充実

◆販路開拓及び販売
促進

◆組織の強化及び生
産体制の効率化、省
力化による低コスト化
に向けた取組

28 素材の特性を活かした
地域色豊かな冷凍加工
食品の開発・製造・販売
事業

《四万十市》

・（有）和 ◆商品開発及び改良

◆販路拡大及び販売
促進

◆生産体制の強化・充
実

四万十市の農産物を中心
に、県産素材にこだわった
ペット関連商品を開発し、地
産外商を進めることで、地域
経済の活性化を図る。

アクションプランの取組開始：H28
・産業振 興アド バイザ ーの導 入
（H28～30）
・通信販売を主体としたギフトセット
（10種類）が完成し、ふるさと納税
返礼品にエントリー（H28）
・HPのリニューアル（H29）
◆通販部門が強化され、売上の拡
大が図られている。
・商品開発（H28～）
◆3アイテムの開発により、ライン
ナップの充実が図られた。
・生産体制の強化(H29)
◆生産スペースの改修や設備の
導入により、新商品の増産が可能
となった。

・原材料の確保

四万十川流域の素材を使用
したかりんとう等の商品開発
により、県内外での販売を拡
大し、生産者の所得向上及
び安定した収入の確保を目
指す。

アクションプランの取組開始：H28
・商品開発（H28）
　新たに2アイテムの商品を販売開
始。OEM商品1アイテムも販売を開
始。
・組織の株式会社化（H28）
・HACCP研修受講（H29）

・商品開発

・生産体制の効率化

・組織の強化

地域色豊かな食材を活用し
た冷凍加工食品を開発・製
造・販売することで、食材自
体の認知度を向上させ、生
産者の所得向上を目指す。

アクションプランの取組開始：H28
・商品開発（H28）
　3アイテムの商品が完成。既存商
品のパッケージを新商品と統一感
を持たせるためリニューアル。
・HACCP研修等衛生管理研修受
講（H28）
・産振センターのこうち農商工連携
事業において県内企業と共同で商
品開発。（H29）
◆自社関連3アイテムが完成し、県
内企業からのOEM受注が増加。
（H29）
・商人塾短期集中セミナーin幡多
受講・修了（H30）

・販路拡大

・生産拡大
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H26：2,088千円）

10,352千円

売上高
（H26：24,297千円）

37,500千円

売上高
（H26年度：11,744千
円）

23,852千円

生産体制の充実・強化

加工施設・設備等の整備検討

商品開発

地元素材を利用した新商品開発

各種商談会への参加、商品PR及び営業活動など

商品ブラッシュアップ

商品ラインナップの充実

既存商品のブラッシュアップ

新商品の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・展示会・商談会への参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域イベントへの出展

販路開拓及び販売促進

組織の強化及び生産体制の効率化、省力化による低コスト化に向けた取組

生産体制の効率化の検討

販促活動

商品開発及び改良

商品の開発・テストマーケティング・商品の改良

パンフレット等の販売促進ツールの作成

販路拡大及び販売促進

商談会・展示会への出展、地域イベントへの出展、量販店等での試食販売

生産体制の強化・充実

新たな生産施設整備の検討 新たな生産施設整備

組合の株式会社化

設備導入の検討 設備の導入

　　6次産業化に向けた
　　取組の検討
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

29 遊休地を活用した地域
商業活性化拠点づくり事
業

《四万十市》

・四万十市
・四万十にぎわい
商店（株）
・四万十市中心商
店街活性化協議会

アクションプランの取組開始：H29
・運営主体の決定（H29）
・基本設計の策定（H29）
・施設コンセプト等の検討において
中小機構サポート事業を活用
（H30）
・四万十市中心商店街活性化協議
会を設立（H30）
・県産業振興アドバイザーを活用し
中心市街地活性化プランを策定
（H30）

・誘客効果の高い戦略
立案

・地域への波及効果を高
める仕組みづくり

◆推進組織体制の構
築

◆拠点施設整備

◆事業効果を高める
仕組みづくり

30

中心商店街内の遊休地を活
用して、官民協働によるコ
ミュニティ機能を有した地域
商業の拠点施設を整備し、
県内 外の 観 光客 等に 対 し
て、四万十地域の産品等の
情報発信を行うことにより、
商店街等に継続的な賑わい
をもたらし、中心市街地の活
性化を図る。

大月町まるごと販売事業
（拠点ビジネス）

《大月町》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

ふれあいパーク大月を拠点
に、特色ある地域資源を活
用した拠点ビジネスモデル
の構築に向けた事業を展開
することにより、地域経済の
活性化を目指す。

・(一財)大月町ふる
さと振興公社

アクションプランの取組開始：Ｈ21
・新商品開発（H21～28）
・H21産業振興総合補助金を活用
し、加工場を整備
・産振アドバイザーを導入（H26:販
売戦略の構築、商品改良）

・販路拡大（H21～28）
◆H21、22産業振興総合補助金を
活用し、インターネット通販、カタロ
グ販売の仕組みづくり、県外商談
会への参加など販促活動を充実・
強化。その結果、大手百貨店や生
協など県外での販売も拡大。所得
向上につながっている。

・道の駅の施設改修・整備（H22、
H24、H26）
◆直販所、売店で販売する商品の
増加により売上も徐々に伸びてい
る。売店は観光客に左右されるこ
とが多いが、直販所は、地元住民
の認知度も高くなり。また販売する
農作物や鮮魚販売に参加する個
人事業者が増え、地元貢献度も高
く、売上も増加傾向にある。

・町内事業者と連携して「大月まる
ごと販売プロジェクト」の立ち上げ
（Ｈ25）

・産振アドバイザー制度の活用（販
売ツール（ネット通販）強化）(H30)
・新商品開発開始（バンカンポン
酢、バンカンドリンク）（H30）

・将来を見据えた、販売
戦略づくり

・道の駅のにぎわいづく
り継続

・町内事業者と連携した
商品づくり

◆地場産品総合販売
ビジネス（ファンづくり）

◆町内事業者と連携
した特産品開発生産
ビジネス（ものづくり）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

ふれあいパーク大月
売上高
（H19：1.38億円）
（H22：1.69億円）
（H26：1.86億円）

2.5億円

町内事業者と連携した特産品開発生産ビジネス（ものづくり）

地場産品総合販売ビジネス（ファンづくり）

県アンテナショップの活用、通販、ネット販売の実施、県内外取扱店舗の拡大、「大月町ファンクラブ」の拡大、町内他事業者と連携した販路拡大

大月町内事業者と連携した特産品開発

公募
選定

推進組織体制の構築

事業計画の策定

運営主体と地域事業体（団体）との連携

拠点施設整備

基本設計 実施設計・工事施工

事業効果を高める仕組みづくり

開業

集客の仕掛けづくり（コンセプトやイメージの発信ツールの作成及び磨き上げ　等）

四万十市及び幡多地域の地場産品を活用した「食」「食文化」の発信

中心商店街活
性化計画の策
定

中心商店街活性化計画の展開
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

31 三原村のどぶろくによる
地域活性化事業

《三原村》

・土佐三原どぶろく
合同会社

◆販売促進

◆組織体制の強化

32 地域産トマトの加工・販
売の推進事業

《三原村》

・（株）ベストグロウ ◆生産体制の充実・強
化

◆販売促進と商品開
発

33 天日海塩を活用したビジ
ネス推進事業

《黒潮町》

・（有）ソルティーブ ◆生産施設の拡大

◆体験施設の整備

◆販路開拓・販売促進

◆担い手対策

地域の特産品である「どぶろ
く」にかかる村内の組織体制
を強化し、地域が一体となっ
て販売促進を図ることで地
域活性化につなげる。

アクションプランの取組開始：H28
・土佐三原どぶろく合同会社の設
立（H28)
・酒類販売免許の取得（H28)
・合同会社の事務所兼店舗での販
売開始
・産振アドバイザーの導入（H28：
経営戦略及び新商品開発）
・全国どぶろく研究大会への出展
（H28)
・クラウドファンディングの導入
（H29）
・商品開発（H29：4商品）
・新酒祭の開催（H30）
・HACCP研修の受講、書類指導ア
ドバイザーの導入（H30)

・新商品の開発

・経営戦略の構築

・衛生管理体制の構築

地域産トマトを活用した加工
品の生産体制を強化すると
ともに、地産外商による販路
拡大を進めることで、新たな
雇用の創出による地域の活
性化を図る。

アクションプランの取組開始：H28
・四万十町での生産・出荷の開始
（H28)
・新商品の生産に係わる加工機械
（充填機、撹拌機、ラベル貼り機、
真空包装機）の導入（ものづくり補
助金：H28）
・ＧＡＢＡジュース（新商品）のパッ
ケージ及び新たなパンフレットの作
成（小規模持続化補助金：H28)
・産振アドバイザーの導入（H29：
商品開発）
◆トマトピューレの販売開始（H29）
・HACCP研修の受講、現地確認ア
ドバイザー及び書類指導アドバイ
ザーの導入（H30）

・加工品の生産・販売体
制の充実・強化

・新商品の開発

黒潮町の特産品づくりの取
り組みとして推進する『さしす
せそ』計画の中心的な役割
を担う天日海塩の増産体制
を整備し、加工品の増産や
新たな商品の開発を行うとと
もに、塩に関連した観光体
験事業を強化、充実させるこ
とで、黒潮町の新たな地域ビ
ジネスを確立し、他事業者と
連携を図りながら、地域の所
得向上につなげる。

アクションプランの取組開始：H28
・製塩施設を整備(H28)
・HACCP研修受講（H30）
・新規結晶ハウス整備に向けて産
振補助金申請準備（H30）

・販路の拡大

・生産施設の増設

32



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H27：4,540千円）

8,630千円

売上高
（H26：32,850千円）

65,000千円

売上高
(H27：12,000千円）

23,000千円

体験施設の整備

各種展示会・商談会等への参加

生産体制の充実・強化

販売促進と商品開発

新商品の開発

施設・設備等の整備

　　・体験専用の結晶

      ハウス整備

　　・雨天時対策及び
　　バリアフリー化

生産施設の拡大

製塩施設整備

販路開拓・販売促進

各種商談会への参加

パンフレット及び
ポスターの作成

ホームページの作成

連携事業者との協働による商品開発

担い手対策

製塩作業を実践しながら人材（担い手）の育成

体験施設の整備検討

生産体制の強化事業計画の作成 施設・設備等の整備

販売促進

組織体制の強化

生産者等が連携した販促活動等の展開

組織・販売体制の強化

人材の育成

どぶろくを使った加工品の開発及び販売

パンフレット作成・インターネット販売事業の構築

事業計画に基づく施設・設備等の整備事業計画の作成

観光イベントや農家民宿と連携したPR・販売の実施

結晶ハウス整備検討
結晶ハウス及び
関連施設整備
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

34 佐賀地域の資源を活用
した拠点ビジネス推進事
業

《黒潮町》

・（株）なぶら土佐佐
賀
・黒潮町

35 幡多地域の資源を活用
した水産加工品等販売
促進事業

《黒潮町》

・（有）土佐佐賀産
直出荷組合

36 地域資源を活かした防
災関連商品推進事業

《黒潮町》

農水産物等、地域産品を活
用した防災関連食品の製
造・販売体制を構築し、「地
産」・「地消」・「外商」を図る
ことで、雇用機会の創出はも
ちろん、地域生産者の所得
向上につなげていく。

・黒潮町
・（株）黒潮町缶詰
製作所　　　　　　　　　

・生産の効率化 ◆施設・体制の充実強
化

・商品アイテム数の増

・自社販売等の増強など
販路の拡大

◆商品開発・販路開拓

地元の魚介類や農産物を
使ったレストラン、農林水産
物加工品の直販、幡多地域
の観光関連情報発信機能を
有する道の駅「なぶら土佐佐
賀」を中心として、地域食材
の活用や地域の魅力の発
掘・発信に取り組むことによ
り、地域の所得向上と交流
人口の拡大を図る。

アクションプランの取組開始：H24
・道の駅整備に向けて、道の駅設
立準備委員会で施設内容や運営
体制等を協議（設立：H21）
・道の駅の名称を町内公募（H25)
・道の駅の運営母体となる、（株）
なぶら土佐佐賀を設立（H25）
・県産業振興総合補助金を活用
し、道の駅「なぶら土佐佐賀」施設
を整備、オープン（H26）
・幡多地域の東の玄関口として、
観光客等からの問い合わせ等も多
くあり、パンフレットやインフォメー
ションコーナーで対応し、来場者の
増につながっている。

・運営力の強化

・店舗の売上の向上

・誘客の促進

・来客者のニーズに応じ
た対応策の強化

◆組織体制の充実

◆町内の類似施設と
連携した商品開発・販
売促進

◆観光案内等機能充
実・強化

衛生・品質管理が行き届い
た水産物加工施設を中心
に、地産外商の取組を充実・
強化することで、地域内の漁
業者の所得向上、地域での
雇用を拡大する。

アクションプランの取組開始：H24
・町単支援事業等を活用し、積極
的な販促活動（H24～）
◆取引業者数が年々増加（H23：
40社、H24：60社、H25：70社、H26：
75社、H27:78社、H28:86社）
◆地場の魚の残渣も捨てずに使
用する丁寧な商品開発へ力を入
れ、ラインナップを増やしている。
（新商品開発数＝H23：3種、H24:１
種、H25:5種）
◆H24、25、26と3年連続で、「むら
おこし特産品コンテスト（全国商工
会連合会）」審査員特別賞を受賞。
＜受賞商品＞
　H24:きびなごフィレ
　H25:きびなごペースト
　H26:きびなご魚醤
・加工施設整備（H26～27）
◆産振補助金を活用し、新加工施
設を整備したことにより、品質管理
や衛生管理等の向上に繋がった。
・県版HACCP第3ステージを取得
(H28)
・冷凍施設の稼動開始（H30）

・売上の向上

・衛生管理面の充実

◆商品開発・販売促進

◆スタッフ教育

◆生産の担い手対策及
び産地化に向けた体制
づくり

アクションプランの取組開始：H21
・加工商品の製造
◆らっきょう漬けや黒糖商品(スタ
ンドパック）等を開発し、百貨店等
へ販売を実施。
・黒潮町が出資主体となる（株）黒
潮町缶詰製作所を設立（H25）黒潮
町特産品開発推進協議会の事業
を継承
◆主力商品として防災関連部門で
は缶詰商品を、特産品部門では黒
糖と天日塩商品に絞り込み、製
造・販売を行っている。
・加工施設整備（H25）
・小規模事業者ものづくり・商業・
サービス革新事業を導入し、缶詰
製造機械を拡充（H26）
◆こうちビジネスチャレンジプラン
にて「優良」を受賞（H26）
◆高知県防災関連製品として認定
（H27)
・缶詰商品の開発及び販売開始
(H26:5品、H27:6品、H28:10品、
H29:4品)
・県版HACCP第3ステージ認証取
得（H29）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（H26：118,658千円）

209,945千円

売上高
（H25：73,085千円）
（H26：84,159千円)

130,310千円

売上高
（H26：0.13憶円）

1億円

県版HACCPの取得

新商品の開発

商談会・展示会への参加

商品開発・販路開拓

施設・体制の充実強化

施設整備等実施設計 施設・設備等整備

組織体制の強化

組織体制の充実

観光案内等機能充実・強化

・地域食材を活用した特産品の開発と販促PR
・飲食施設提供メニューの開発と販促PR
・体験観光メニューの造成、磨き上げ

・人材育成
・人的体制の強化

町内の類似施設と連携した商品開発・販売促進

  町や幡多広域、町内関連施設等との連携・強化

生産の担い手対策及び産地化に向けた体制づくり

商品開発・販売促進

既存販路の強化・拡大

ウェブの活用・強化

スタッフ教育

原材料確保の安定化・買い支え

魚食普及活動の推進

県版HACCPの取得

生産・加工技術の向上

スタッフのスキルアップ

担い手の育成（雇用の継続）・新たな人材の雇用
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

37 ・（一社）幡多広域
観光協議会

・周遊観光の推進

・誘客に繋がるプロモー
ションの実施

・組織の自立的な運営

38 幡多広域におけるス
ポーツツーリズムを核と
した交流人口拡大プロ
ジェクト

《幡多地域全域》

土佐西南大規模公園（大方
地区）に整備される施設を地
域資源として活用し、スポー
ツと体験型観光等を融合さ
せた観光商品の造成及び受
入態勢の整備に取り組むこ
とにより、幡多地域における
スポーツを核とした交流人口
を拡大し、地域の活性化を
図る。

・（一社）幡多広域
観光協議会

・スポーツを核とした体
験観光等を融合させた
新たな誘客の仕組みづ
くり

・市町村・地域との連携
強化

・誘致促進の強化

幡多広域における滞在
型・体験型観光推進プロ
ジェクト

《幡多地域全域》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト及
び宿毛・大月養殖ビジネ
ス高度化プロジェクト）

自立した組織運営に向けた
体制強化に取り組むととも
に、幡多地域におけるコー
ディネート組織として、「幡多
広域観光振興計画」に基づ
き一般旅行・教育旅行・イン
バウンド等の質の高い商品
造成や販売、情報発信を行
うことで、幡多広域全体への
誘客促進を図り交流人口の
拡大を目指す。

アクションプランの取組開始：H21
・法人化及び増員（H22）
・第2種旅行業取得（H22）
・「はた博」の開催（H25）
・「はた旅」の開催（H26～）
・「幡多広域観光振興計画」に基づ
く取組の実施（H27～）
◆「はた博」開催により、西部地域
が観光地として認知度が向上する
とともに、組織・連携体制が強化さ
れた。
◆「はた博」で強化された体制の継
続や強化を「はた旅」を通じて実施
することで、更なる誘客に繋がっ
た。
◆幡多広域6市町村が連携して観
光地づくりや誘客促進に取り組ん
でいくための「幡多広域観光振興
計画」を策定し、6年後の目標数値
として「県外観光客7万人増、観光
総消費額19億円増」を目指した観
光振興を推進するための土台づく
りが出来た。
・土佐の観光創生塾への参加
（H28）
◆日本版ＤＭＯ地域連携候補へ法
人登録し、多様な関係者との連携
強化の仕組みが整った。
◆ホームページの強化によりプ
ラットホームとして情報発信機能の
強化が図られた。
◆コーディネーターによるＯＪＴ支
援によりセールスや商品造成のス
キルが向上した。

◆商品造成・販売

◆誘客促進の取組

◆組織体制強化

アクションプランの取組開始：H27
・人工芝グラウンド完成（H29）
・ワンストップ窓口整備に向けた担
当者会の開催（H28～）
◆関係者による担当者会を実施
し、ワンストップ窓口整備に係る課
題等が整理・共有できた。
・合宿等の誘致活動
◆黒潮町を中心に、これまで合宿
実績のある、中国、関西、九州な
どの大学等へ訪問し、営業活動を
実施したことで、次年度の合宿等
の予約につながっている。（H28
～）
・スポーツ施設を紹介するポータル
サイトを開設（H28）
・市町村が連携して誘致活動を実
施（H28～）

◆受入態勢の整備

◆施策等のPR・プロ
モーション活動
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

入込客数
（H26：1,274,622人）

1,296,000人

入込客数
（H26：4,600人）

8,470人

受入態勢の整備

ワンストップ窓口機能の整備・運用（幡多広域観光協議会・6市町村・観光協会等）

　スポーツ＋体験観光をセットにした観光商品の造成・受入態勢の整備
（幡多広域観光協議会、観光協会、集落活動センター等）

宿泊受入態勢の整備（旅館組合、集落活動センター等）

施策等のＰＲ・プロモーション活動

安定的な受入態勢の整備

　関係団体と連携した誘致促進
（高知県、高知県観光コンベンション協会、幡多広域観光協議会、市町村等）

誘致活動の展開（西日本・関東エリアへの誘致活動の展開）

人的繋がりを活かした誘致ネットワークの構築

組織体制強化

商品造成・販売

・市町村、地域の事業者と連携した商品や周遊プランの造成・販売
・マーケット、ニーズの把握によるブラッシュアップ　　　　　　　　　　　
・インバウンド向けの商品の造成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

誘客促進の取組

・一般旅行：エージェントが企画、利用しやすいツールの作成及び事業者と連携したセールス活動
・教育旅行：民泊造成と連動した誘致　
・スポーツツーリズム：スポーツ大会、合宿等の誘致活動　
・インバウンド：海外旅行会社へのセールス活動

・地域旅行会社としての機能強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・自主財源の確保に向けた取組の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・広域エリア全体で体験メニュー実施者（ガイド・インストラクター）の育成　　　
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

39 ・（一社）宿毛市観
光協会
・宿毛市

・関係団体や地域住民と
連携した体験メニューづ
くり

・広域的な周遊観光に向
けた取組

40 竜串地域観光再生プロ
ジェクト　

《土佐清水市》

41 ・（一社）土佐清水
市観光協会
・土佐清水市

宿毛市観光振興事業

《宿毛市》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

地域の観光推進体制の強化
と、宿毛市の資源を活用した
体験型観光商品の造成に取
り組むとともに、幡多地域全
体で連携して誘客を促進す
ることにより、交流人口の拡
大を図る。

アクションプランの取組開始：H21
・宿毛市の自然を活かした体験プ
ログラムの造成、ブラッシュアップ
（H20～）
・土佐の観光創生塾への参加
（H28～）
◆（一社）宿毛市観光協会が中心
となり体験プログラムの造成、ブ
ラッシュアップや誘客促進を行う仕
組みが構築された。
・宿毛の魚おもてなしプロジェクトと
して「宿毛の魚しゃぶしゃぶ」を開
発（H29）
◆市内での直接的な消費拡大や
宿毛の魚の知名度の更なる向上
に繋がっている。
・宿毛まちのえき「林邸」オープン
（H30）
◆各種イベントの開催など、市民
および観光客等の交流拠点として
機能している。

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化

足摺宇和海国立公園ビジ
ターセンターや、(株)スノー
ピーク監修による爪白キャン
プ場の整備を行うとともに、
サンゴ保全や地域資源を活
用した観光商品づくりを行う
地域団体との連携により竜
串地域が一体となって観光
振興に取り組むことにより、
地域の活性化を図る。

・土佐清水市
・（一社）土佐清水
市観光協会
・NPO竜串観光振
興会
・竜串自然再生協
議会

アクションプランの取組開始：H21
・ギャップ調査（H22）
・観光資源の情報発信（H23）
◆H22ステップアップ事業を活用
し、竜串の観光資源の認知度と関
心度のギャップ調査を実施。調査
結果を基に、H23産業振興総合補
助金を活用し、情報発信、認知度
向上に取り組み入込客数の増加
につながった。

・イベント開催（H21～23）
・海のギャラリー運営管理（H22～
23）
・はた博開催を契機として、体験プ
ログラムを造成し、旅行商品として
販売（H25～）
◆地元NPO竜串観光振興会を中
心に、新たな観光メニューづくり、
清掃活動、サンゴ保全、イベント開
催、地元小学校の学習活動支援
等を行い誘客促進につながった。
・足摺海洋館のリニューアルに合
わせ、足摺海洋館を核とした、竜
串地域の活性化を検討（H26～）。
・足摺海洋館基本計画設計アドバ
イザリー会議への参画
・竜串観光クラスター推進協議会
設立（H30）

・地域や新たに整備され
る観光施設との連携

◆地域の特性、資源を
活かした体験プログラ
ムの造成・磨き上げ

◆サンゴの保護・育成
への取組

◆地域等と連携した観
光施設の整備

土佐清水まるごと戦略観
光展開事業　

《土佐清水市》

※地域産業クラスター関
連（土佐清水メジカ産業
クラスタープロジェクト）

観光産業を地域の戦略的産
業と位置づけ、体験型観光
をはじめ、教育やスポーツ、
国際観光等の誘客促進の強
化と受入態勢の整備・充実
に取り組むことで、滞在日数
の延長や消費の拡大を図る
とともに、幡多地域全体で連
携して誘客促進に取り組み、
交流人口の拡大を図る。

アクションプランの取組開始：H22
・龍馬博・ふるさと博と連動した各
種イベントの開催（H22～23）
・「はた博」をきっかけとした誘客促
進に向けた体験プログラムの造成
(H25)
・団体客誘客促進事業の実施
(H27)
・土佐の観光創生塾への参加
（H28）
◆「海の駅あしずり」に土佐清水市
観光協会事務局を配置。ジョン万
次郎資料館もリニューアルオープ
ンし、異業種が連携したイベントの
実施や体験型観光の受入の窓口
となるなど、交流拠点として機能し
ている。
◆観光客の滞在時間延長に向け
た取組として連泊客を対象として、
体験商品券の進呈を行うなどによ
り、圏内での体験プログラムの利
用促進に繋がった。
・ジョン万資料館を幕末維新博に
合わせて改修しリニューアルオー
プン（H30）
・唐人駄場でスターウオッチングイ
ベントを初めて開催（H30）

・観光客の減少

・滞在日数延長のため
の取組

・幡多広域全体での誘
客促進

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

入込客数
（H22：12万人）
（H26：9.5万人）

12.5万人

入込客数
（H22:86.9万人）
（H26:69.3万人）

80万人
※うち、ジョン万
次郎資料館：
17,000人

観光商品数
（H26：2件）

歴史文化施設等（幕末
維新博地域会場）の入
込数
宿毛市立宿毛歴史館

10件（累計）

5,000人

地域の特性、資源を活かした体験プログラムの造成・磨き上げ

「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ

サンゴの保護・育成への取組

サンゴの保護・育成を中心とした自然再生・環境学習などの取組

地域等と連携した観光施設の整備

爪白キャンプ場
基本計画策定 爪白キャンプ場設計・施設整備

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ

誘客促進の取組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光協議会と連携した誘客促進の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・インバウンド観光の推進

推進体制の強化

　　県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ　　

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

誘客促進の取組

・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光組織と連携した誘客促進の取組　　　　　　　　　　　
・スポーツフィッシングを中心とした誘客促進の取組　　　　　　　　　　　　　

県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ　

推進体制の強化

新足摺海洋館施設整備等に係る意見交換・情報共有

爪白キャンプ場の運営

ビジターセンター等の観光施設の整備
ビジターセンター等の

観光施設の運営
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

42 土佐清水ジオパーク推
進事業

《土佐清水市》

足摺岬、竜串・見残し、唐人
駄場など、日本でも貴重な
地域の資源を活かして「日本
ジオパーク」の認定に向けた
取り組みを進めるとともに、
地域資源の保全や環境教育
等の普及により交流人口の
拡大につなげる。

・土佐清水市
・土佐清水ジオ
パーク推進協議会

・日本ジオパーク認定に
向けた取組の強化

・地域における推進体制
の強化

・ジオパーク構想の市民
等への普及啓発

◆日本ジオパーク認
定に向けた取組の強
化

◆受入態勢の整備
　（ソフト）

◆受入環境の整備
　（ハード）

43 四万十市の地域資源を
活かした通年・滞在型観
光推進事業

《四万十市》

・（一社）四万十市
観光協会
・四万十市

アクションプランの取組開始:H26
・市役所内にジオパーク推進係を
設置（H26）、ジオパーク推進室を
設置（H27）
・土佐清水ジオパーク推進準備会
設立及び開催（H26）
・地質専門員の配置（H26）
・土佐清水ジオパーク推進協議会
設立（H26）
◆庁内連携研修及び地域各地に
おける講演会、勉強会、視察研修
等を実施し、（H26～）認定に向け
た取組内容等を学んだことで、参
加者の意欲が向上した。
◆日本ジオパークネットワーク関
連の大会及び会合等へ参加し、
（H26～）認定に向け関係者との人
的繋がりができた。
・市広報誌を活用した住民周知活
動（H26～）
・土佐清水ジオパーク推進協議会
の第１回総会を開催（H27）
・テーマ、キャッチコピー、ロゴマー
クの決定（H27）
・地域おこし協力隊の配置（H27）
◆推進室の設置や推進協議会の
開催、専門員等の配置により、推
進体制（組織）を構築することがで
きた。
・ジオガイドの育成（H28～)
・認定見送りで指摘された課題へ
の対応と再申請にむけた取り組み
（H29）
・再度の認定見送りで確認された
課題への対応と、今後の申請に向
けた取組（H30）

四万十市内での滞在期間を
延ばし、宿泊を促す「通過型
観光からの脱却」と閑散期
（秋・冬）にも誘客できる通年
型観光に取り組むことによ
り、宿泊者数の増加を図ると
ともに、幡多地域全体で連
携して誘客促進に取り組み
交流人口の拡大を図る。

アクションプランの取組開始：H21
・花まつりの通年化（H22～）
・二次交通の補強(H23～）
・食まつりとしてのイベント合同開
催（H23～）
・自転車観光の推進（H24～）
・予土県境地域連携協議会でのサ
イクリングイベントの実施(H26～）
◆通過型観光からの脱却と閑散期
（秋・冬）における集客増のため、
秋に特化した宿泊を促すイベント
開催にあたって、飲食店組合や旅
館組合等との連携を強化したこと
により、官民一体となった観光客
受入体制の足場を築くことができ
た。
◆「四万十川周遊川バス」の運行
や「しまんと・あしずり号」の運行支
援を行うことにより、四万十市、土
佐清水市を中心とした周遊及び滞
在時間の延長に繋がった。
・土佐の観光創生塾への参加
（H28）

・滞在時間の延長に繋
がる観光商品の造成や
磨き上げ

・広域的な周遊観光に向
けた取組

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

ジオパークガイド登録者
数
（H26:0人）

ジオツアー年間参加者
数
（H26:0人）

30人

1,000人

入込客数
（H21:95.5万人）
（H24:117万人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（H26:118.2万人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

130万人
※うち、四万十
市郷土博物館
7,600人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ

誘客促進の取組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光組織と連携した誘客促進の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・四万十の食文化磨き上げの取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・滞在型の観光商品づくりの取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・観光商品のセールスの取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・おもてなし環境の整備の取組

推進体制の強化

　県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ　

日本ジオパーク認定に向けた取組の強化

　　構想・計画策定申請書作成、日本認定申請・現地審査

認定ｼﾞｵﾊﾟｰｸ視察研修・大会・会議への参加、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ＨＰ・ｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ・ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ等の情報発信ﾂｰﾙの作成など

地域活性化のための取組、日本ジオパークネットワークと連携した取組など

推進協議会の運営

受入態勢の整備（ソフト）

勉強会・研究会等の継続開催（講師（専門家等）招聘）など

ｼﾞｵﾊﾟｰｸｶﾞｲﾄﾞ養成

ｼﾞｵﾊﾟｰｸを活用したｲﾍﾞﾝﾄの開催、ｼﾞｵﾂｰﾘｽﾞﾑの実施など

受入環境の整備（ハード）

拠点施設・ｼﾞｵｻｲﾄ・案内看板などの基盤整備等
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

44 竜ヶ浜を中心とした大月町
全体の周遊観光を推進する
ため、大月町観光協会の組
織体制の強化を図るととも
に、幡多地域全体で連携し
て誘客促進に取り組み、交
流人口の拡大を図る。

・大月町観光協会
・大月町

・関係団体や地域住民と
連携した体験メニューづ
くり

・広域的な周遊観光に向
けた取組

・大月町観光協会の組
織強化

45 三原村の魅力を活かし
た滞在型観光推進事業

《三原村》

豊かな自然環境のもと村内
の農家民宿・農家レストラン
や濁酒特区の取組等を活か
した滞在型・体験型観光を
推進するとともに、幡多地域
全体で連携して誘客促進に
取り組み、交流人口の拡大
を図る。

・三原村商工会
・三原村

46 黒潮町の地域資源を活
かした体験型観光推進
事業

《黒潮町》

・NPO砂浜美術館
・黒潮町

大月町自然体験・環境
教育交流推進事業

《大月町》

※地域産業クラスター関
連（宿毛・大月養殖ビジ
ネス高度化プロジェクト）

アクションプランの取組開始：H21
・基本計画策定（H22）
・施設整備（H23）
・教育旅行、一般旅行者の受け入
れを実施（H24～）
・H23産業振興総合補助金を活用
し、キャンプ場（管理棟・炊事棟・駐
車場・テントサイト等）を整備し
H24.4月より運営開始。
（H27利用者：4,655人（対前年比
2,210人増））

・土佐の観光創生塾への参加
（H28～30）
・大月町観光ガイド会設立（H30）
・観光ガイドプログラム実施（H30
～）
・地域観光振興交付金を活用し、
柏島に情報発信拠点施設（総合案
内施設・駐車場）を整備（H30）
・観光拠点等整備補助金を活用
し、自然体験型観光資源の強化
（体験メニューの造成・備品整備・
情報発信）を実施（H30）

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化

アクションプランの取組開始：H21
・三原村の魅力を活かした体験プ
ログラムの造成、ブラッシュアップ
（H21～）
◆どぶろく祭の定期開催による誘
客促進が進み、リピーターの確保
に繋がっている。
◆教育旅行に係る民泊受入家庭
数が拡大し、受入体制の強化が図
られた。

・体験プログラムのブ
ラッシュアップ

・広域的な周遊観光に向
けた取組

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化

黒潮町の豊かな自然環境の
ほか、道の駅「なぶら土佐佐
賀」や体験観光施設「黒潮一
番館」などの観光資源を活
かした体験型観光の推進
や、防災プログラムを中心と
した教育旅行の誘致に加え
て、幡多地域全体で連携し
て誘客促進に取り組むこと
により、交流人口の拡大を
図る。

アクションプランの取組開始：H21
・体験型観光の推進（H21～25）
・体験プログラムの開発、ブラッ
シュアップによる旅行商品化（H21
～27）
・黒潮一番館の通年営業（H23～）
や「もどりカツオ祭り等」の開催
◆交流人口の実績
　H23：16,148人→H26：909,514人
・「はた博」をきっかけとした誘客促
進に向けた体験プログラムの造成
(H25)
・道の駅「なぶら土佐佐賀」のオー
プン（H26)
・防災プログラムの検討、磨き上げ
(H26～)
◆「はた博」の開催や道の駅「なぶ
ら土佐佐賀」のオープンにより、入
込客数が伸び、幡多地域の玄関
口としての機能を果たしている。
◆「NPO砂浜美術館」や黒潮町が
中心となり、体験プログラムの造
成・ブラッシュアップやモニターツ
アーの実施を継続的に行い、誘客
につながっている。
・土佐の観光創生塾への参加
（H28）
・黒潮町観光基本構想策定（H30）

・体験プログラムのブ
ラッシュアップ

・広域的な周遊観光に向
けた取組

◆地域の特性、資源を
活かした体験型プログ
ラムの造成・磨き上げ

◆誘客促進の取組

◆推進体制の強化
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

入込客数
（H27：5.1万人）

竜ケ浜キャンプ場利用
者数
（H26：4,334人）

5.4万人

8,600人

入込客数
（H26：0.87万人）

1.08万人

入込客数
（H22：57.8万人）
（H26：90.9万人）

99万人

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ

誘客促進の取組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光組織と連携した誘客促進の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ターゲットエリアの旅行エージェント等への販売活動の実施

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

誘客促進の取組

・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光組織と連携した誘客促進の取組
     　　　 ・開発した体験メニューを中心とした定期的なイベントや誘客に繋がるＰＲ活動の実施

推進体制の強化

県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ　

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成・磨き上げ

「食」や「歴史」「自然」を活用した体験プログラムの造成・磨き上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

誘客促進の取組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「幡多広域観光振興計画」に基づく広域観光組織と連携した誘客促進の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スポーツツーリズムに体験型観光をセットにしたプランによる誘客促進の取組

推進体制の強化

県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ

推進体制の強化

県や市町村が行う人材育成制度等を活用した観光関係人材のスキルアップ　
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【幡多地域】

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

47 集落活動センターによる
地域の産業振興

《三原村》

特産品の販売や交流人口の
拡大、1次産業の振興等に
地域で一体となって総合的
に取り組み、地域の活性化
を図る。

・三原村集落活動
センター
・農事組合法人三
原やまびこ

アクションプランの取組開始：H30
・商人塾短期集中セミナーin幡多
受講・修了（H30）
・観光創生塾の受講（H30）
・体験型観光メニューの掘り起こし
（H30）
・先進地視察（H30）
・食味計の導入（H30）

・地元特産品の販売促
進、外商活動

・体験型観光メニューの
掘り起こし、磨き上げ
・ガイド育成

◆販売促進

◆交流人口の拡大

◆１次産業の振興
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

売上高
（Ｈ28：6,350千円）

体験プログラム利用者
数
（H28：0名）

21,000千円

50人
販売促進

1次産業の振興

販促活動等の展開

三原米のブランド化と生産力の向上

地元農林産物を使った加工品の開発及び販売

交流人口の拡大

体験型観光の振興

カフェの運営

地域と連携した営農体制の構築

食品加工場の整備計画策定 食品加工場の整備

乾燥・精米施設の整備計画
策定

乾燥・精米施設の整備
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